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１． 研究の背景・目的 

 2011 年 3月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震伴

う大地震により東日本の太平洋沿岸地域は甚大な被害を

被った．それにより多くの方が被災し、応急仮設住宅で

の生活を余儀なくされた．震災から約 2 年が経とうとし

ている今なお，応急仮設住宅での生活は続いているとい

う現状の中で，住民の方々は多くのストレスを抱えて生

活し，そのストレスが原因で不眠等の生活疾患が引き起

こされると考えられている． 

 ストレスと不眠に関しては，密接な関係があるという

ことが多くの研究で示されている．一般にストレッサー

（暑さや寒さ，人間関係，家庭生活等の外部刺激）がス

トレス反応（不眠や苛立ち等）を引き起こすことを総称

してストレスと呼んでいる．本研究では，仮設住宅住民

のストレッサーを明らかにすることを第一の目的とする． 

 第二の目的はソーシャル・キャピタルとストレスの

関係を明らかにすることである．ソーシャル・キャピタ

ルとは提唱者のロバート・パットナムによると「人々の

協調活動を活発にすることによって社会の効率性を高め

ることが出来る『信頼』『規範』『ネットワーク』とい

った社会組織の特徴」のことで，簡潔に言うと近隣住民

や友人との付き合いの頻度や人数，近隣住民への信頼度，

地域行事への参加頻度など「人との繋がり」全てを指す

言葉である．本研究では，ストレスの有無とソーシャル・

キャピタル，またストレス反応である不眠の指標として

睡眠満足度の有無とソーシャル・キャピタルについての

関係を明らかにすることで「人との繋がり」がストレス

に影響を及ぼすかどうかを明らかにする． 

 

２．既往研究 

 ソーシャル・キャピタルと不眠に関する研究は 2011

年に吉岡
1)
が行っているが仮設住宅で実施された研究は

見当たらない。逆に、仮設住宅でストレス・不眠に関す

 

る研究は厚生労働省の研究班が「東日本大震災被災者の

健康状態に関する調査研究」
2)
を行っているがソーシャ

ル・キャピタルに注目した研究は見当たらない。 

 

３．研究の方法 

(１) 調査地域の概要・調査方法 

 田老地区の応急仮設住宅団地は，田老地区の中心市街

地から約 6km 北に離れた保養施設グリーンピア三陸み

やこの敷地内に 3か所，計 407戸が設置されている． 

 今回の調査は応急仮設住宅へのアンケート調査を行っ

た．アンケート項目は個人属性，ストレス，睡眠，ソー

シャル・キャピタルの 4 項目とした．アンケート回答票

数は 2012 年 10 月～11 月に行った調査で計 116 票とな

った． 

（２）アンケート項目について 

 ストレスに関する質問は，日常生活で感じるストレス

に対して，「とても感じる」「ある程度感じる」「あまり感

じない」「ほとんど感じない」の 4段階で回答してもらっ

た． 

睡眠についての項目は，過去一カ月間の入眠障害，夜

間（早朝）覚醒，熟眠障害について，「無かった」「週 1

回未満あった」「週 2～3回あった」「週 3回以上あった」

で回答してもらった． 

ソーシャル・キャピタルに関する項目は，近所付き合

いの程度と人数，近隣住民への信頼，地域で参加してい

る活動について質問した．付き合いの程度は「生活面で

の協力」「立ち話程度」「挨拶程度」「付き合いがない」の

4 段階，付き合いの人数は「かなり多くの人と交流があ

る」「ある程度の人と交流がある」「ごく少数の人とのみ

交流がある」「全く交流がない」の 4段階，近隣住民への

信頼については「大いに頼りにしている」「ある程度頼り

にしている」「あまり頼りにしていない」「全く頼りにし

ていない」の 4段階で回答してもらった．地域で参加し 
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ている活動は，「参加している」か「参加していない」の

2択で回答してもらった． 

（３）分析方法 

 ストレスの有無とソーシャル・キャピタル，睡眠満足

度の高低とソーシャル・キャピタルについて，それぞれ

関連性を見る為にロジスティック回帰分析を行った．有

意水準は全て 5％とした．ストレスの有無に関しては 4

段階での回答結果を 2 段階に集約した．分析上「ストレ

スがある」を 0，「ストレスが無い」を 1 と置き換えた．

睡眠満足度は，睡眠に関する 3 項目の回答結果について

「週 3回以上」～「無かった」を 0～3点として点数化し

た後，合計点を算出した．これを睡眠満足得点とし全体

の平均点を求め，平均点以上の人を睡眠満足度が高い，

平均点以下の人を睡眠満足度が低いとして 2 段階に集約

した．ソーシャル・キャピタル 4 項目についての回答結

果も睡眠習慣と同様に得点化・合計点の算出を行った．

地域活動への参加以外は，最も高い回答を 3 点，なしを

0点とし，地域活動への参加については「参加している」

を 1点，「参加していない」を 0点とした。これを合計し

たものをソーシャル・キャピタル（以下 SC と表記）得

点（0～10段階）とし分析を行った． 

  

４．分析結果 

（１）基本集計結果 

 「日常生活でストレスを感じることはあるか」という

問に対しての回答結果を図１に示す．ストレスを「とて

も感じる」「ある程度感じる」と回答した人の割合は

57.8%と半数を超えた．平成 22年に厚生労働省が実施し

た「国民生活基礎調査」3)によると，悩みやストレスがあ

ると回答した人は 46.5%で今回の調査はそれを上回る結

果となった．次にストレスがあると答えた人に感じてい

るストレスの種類を挙げてもらった．生活環境を挙げた

人が 50名と最も多く，その中でも 34名が応急仮設住宅

の狭さを挙げた．その他の人は仮設住宅での暮らし全て

を挙げた人が 14名，暑さ・寒さを挙げた人が 2人となっ

た． 

 

 

 

 

 

 

（２）ストレスの有無と SC得点について  

目的変数をストレスの高低，説明変数を SC得点とし

て分析を行った結果が表 1である．オッズ比は 1.20とな

り，SC得点が高い人ほどストレスが無いことに有意な関

連を示した． 

（３）睡眠満足度の有無と SC得点について 

 目的変数を睡眠満足度の高低，説明変数を SC 得点と

して同様に分析を行った結果が表 2 である．オッズ比が

1.32 となり，SC 得点が高い人ほど睡眠満足度が高いこ

とに有意な関連を示した． 

 

６．まとめと考察 

 応急仮設住宅の住民は生活環境，特に狭さがストレッ

サーになっているなっていることが分かった．またソー

シャル・キャピタルが低いほど日常生活でストレスを感

じているという事が確認できた．更にストレス反応でも

ある不眠に関しても，ソーシャル・キャピタルが低いほ

ど睡眠満足度が低いという事も確認できた． 

 今後は孤独しがちな一人暮らしの高齢者等への積極的

な声かけを近隣住民へ呼び掛ける等住民同士の「繋がり」

を高める対策を行い，ストレッサーの緩和と睡眠満足度

の向上を実現させていく必要がある． 
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表１ ストレスの有無とＳＣ得点の関係 

表２ 睡眠満足度の有無とＳＣ得点の関係 

図１ ストレスの有無 
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